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We're making efforts to design a statistical model where the human mind and emotional benefits explain consumer 

behavior, and to apply this model not only to the field of marketing, but to various social challenges. Now we’re working on 

developing numerous models using consumers’ value structure model that we designed as a core and advancing them to 

social knowledge network. In this paper, we report features of consumers’ value structure model of university students, and 

propose a framework to structure the model. 

 

1. はじめに 

1.1 研究背景 

我々は消費者の行動理由となる心を価値観や情緒ベネフィ

ットの組み合わせによりデザインし，そこから見える知識をマー

ケティングだけではなく様々な社会課題に適用する取り組みを

している[谷田ら 13b]．現在，消費者価値観構造モデル（以下，

Societas）をベイジアンネットワークにて構築しているが[馬場ら 

13]，このモデルは社会人を対象にした調査データをもとに構築

されており，今後は未成年や高齢者などの全年代モデルに展

開していく計画をしている．そこで，本稿では，大学生価値観モ

デル構築の構想について提案する． 

1.2 世代論について 

「年代」は加齢段階を示す概念であり，「世代」とは同年代生

まれのことを指す[松田 13]が，本稿では，大学生年代の特徴や

現大学生世代の特徴を論じることが本質的な目的ではない．

我々はそのような特徴の裏側に価値観があると考え，その構造

をモデル化するというアプローチをしている．つまり，消費行動

の要因を図 1のように考え，行動や選好の特徴を説明する価値

観を構造化するものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 消費者行動要因（[阿部 03]を参考に作成） 

 

我々は，従来の調査対象者である社会人とは異なる年代・世

代（大学生）に調査領域を広げ，その特徴を知り（年代と世代の

どちらかに起因する特徴かはモデル構築段階では問わない），

その特徴の説明に必要な価値観を補足し，Societas モデルの

展開・拡張を目指していくものである． 

1.3 現在の Societasモデルについて 

現在の Societas モデルは，61 の価値観成分をベイジアンネ

ットワークによる確率モデルとして構築している[谷田ら 13a]． 

 

表 1 Societasを構成する価値観成分（61個） 

価値観フレーム 成分数 成分内容 

基本的な性格 11 
好奇心旺盛 デリケート マイペース 協

調型 勤勉 上昇志向 短気 正義感 ル

ーズ・不精 無気力 文系的 

ポジティブ 

価値観 
8 

自己愛 自己成長 アウトドア スポーツ 

恋愛 趣味 ギャンブル ひとり時間 

ネガティブ 

価値観 
3 否定・批判 非常識 期待はずれ 

家族関係 7 
結婚願望 不仲 責任感（主婦軸） 責任

感（扶養軸） 良好（別居家族） 不十分 

良好（同居家族 

友人関係 8 
ストレス 親友中心 ネットワーク重視 社

交的 大人数派 消極的（独身） 仕事人

脈中心 ノンストレス 

仕事に対する 

価値観 
5 

満足 ストレス プライベート重視 キャリア

アップ転職願望 堅実 

時間に対する 

価値観 
11 

ゆとり 余裕がない 充実 仲間優先 家族

優先 趣味優先 インドア派 アウトドア派 

家事分担 退屈 自己投資 

お金に対する 

価値観 
8 

ギリギリ ゆとり 貯蓄志向 家族優先 慎

重派 自己投資 堅実生活 常識的 

 

当然ながら，上表がヒトのすべての価値観成分ではない．そ

れは無数にあると考えられ，さらに，ヒトの行動の要因としては無

意識下の本能的な要素もあるであろう．その深遠なるヒトの心の

モデル化に向けて，我々が出発点としたのは，心の中のより理

性的な表層部分のモデル化である．そうした考えから，上表の

価値観成分を消費行動に対して説明力の高い上位 61 個と考

え，下図のモデルを構築している． 
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図 2 Societas（価値観構造モデル） 

1.4 ベイジアンネットワークの構築について 

ベイジアンネットワークなどの構造分析を行う手法の場合，変

数選択と構造仮説が非常に重要であり，実務上のプロセスにつ

いては，①変数選択 ②変数のグループ層化 ③変数グループ

間構造の探索範囲設定 ④変数グループ内構造の探索範囲設

定 ⑤全体の構造化，という段階でモデル構築の探索範囲を限

定することが，有用であることが報告されている[芳賀 07]． 

大学生モデルの構築についても，現在の Societas モデルと

同様に，アンケート調査にて収集したデータを学習データとして

構造学習を行うため，どのようなアンケート設計を行い（変数選

択），大学生の価値観がどのような構造を持つか（構造仮説）が

重要になるが，そのためには大学生の消費価値観に関する事

前知識の蓄積が重要な課題となる． 

1.5 研究目的 

本稿の目的は，大学生の消費者価値観を調査し，主に社会

人を対象とした現在の Societas と比較した際の差異を検証し，

大学生モデルを機械学習にて構築するために有用な学習デー

タの収集設計と価値観構造について仮説作成（アブダクション

[米盛 07]）を行うことである． 

具体的には，アンケート設問項目の方向性を示すこと，そし

てモデルの構造仮説をつくることで，大学生の消費価値観モデ

ル構築の構想を提案する． 

なお，前述のとおり，価値観は無数にあり，アンケートの設問

種類を増やせば増やすほど，より多くの価値観成分を作成する

ことができると考えられる．しかしながら，闇雲に新しい価値観を

追加しモデルを肥大させることは目的ではない．消費行動に対

して，より説明力の高い価値観成分の選出が重要である． 

本研究に向けては，年代・世代をずらして調査することで，上

位 61 個の価値観成分の順位が（現在未定義のものも含め）変

わるのではないか，あるいは年代・世代の視点を超えて現在の

Societasに不足している価値観が明らかになるのではないか，と

考えている．要は，消費行動を説明するために重要な価値観の

を見出すことが目的達成においては必要になる． 

2. 大学生の消費者価値観モデルの仮説構築 

大学生価値観モデルの仮説構築の手順としては，まず大学

生インタビュー調査を実施し，KJ 法 A 型図解化と B 型叙述化

を行った．次に，作成図解をもとに現行の価値観定期調査アン

ケート項目と比較し，現在の大学生の特徴となる重要な概念を

抽出し，モデルの構造仮説を作成した．そして最後に，大学生

価値観調査アンケートのための設問項目を考案した． 

2.1 大学生インタビュー調査 

就職活動前と後の各男女 2名ずつ計 8名に対して，ライフス

タイル，価値観，消費行動，考えていることについて，2 時間程

度のデプスインタビューを実施した(2014 年 2 月実施)．なお，

調査は，現在の Societas の調査時と同一インタビュアーにて，

同様の内容を（一部大学生向けに修正）調査した．  

2.2 KJ法 A型図解化・B型叙述化 

実施したインタビューから，223 枚のデータラベルを作成し，

KJ法[川喜田 96]によりまとめ， 

 

図 3 学生価値観インタビューの KJ法 A型図解化 

 

下記の 8つ概念を抽出した． 

 「きっちりと計画的に」: 必要なことをきっちり計画にこなし

て進んでいきたい 

 「自分は自分」: いろいろあるが自分は自分，自分の世界

を確保にしていきたい 

 「周囲との関わりの中で」: 周囲との良い関わり合いの中で，

生きていきたい 

 「新しい世界の拡がり」: 大学生になって環境も意識も変わ

り，新しい世界が拡がっていると感じる 

 「何気ない幸せを維持」: 親がくれたような何気ない幸せを

維持し，お金も堅実に失敗なく使いたい 

 「好きなものにまっすぐ」: 好きなものにお金も時間もかけ

てのめり込む，それを仕事にもできればと思う 

 「趣味⇆友達」: 趣味と友達との時間が楽しく，それが自分

の核になっている 

 「とりあえず今は…」: 社会に出たらこのままではいけない

が，今は思い切りこのままでいる 

次に，社会人 1 年目の 2 名(男女各 1 名，就職後約 1 年経

過)に対し，図 3 を口頭で説明し（B 型叙述化[川喜田 96]），内

容についてインタビューを実施した．その結果，8 つの概念の背

景として， 

 「将来への不安」: 大学入学したからと言って安心していな

い，就職と就職後のキャリアについて次の高いハードルと

して意識している 

 「失敗の回避」: 成功したいというよりは失敗したくない 

が大きく影響していることが示唆され，上記 8 つの概念とあわせ

て合計 10の重要概念があるという仮説を得た． 
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2.3 現在の Societasモデルとの比較 

2.2で得た 10 の概念と現在の Societasの価値観成分を比較

し，関連性を確認した結果を下表に示す．なお，比較確認方法

は，インタビュー調査発言内容と，現在の価値観成分に紐づく

アンケート設問項目により定性的に行った． 

 

表 2インタビュー調査結果と現行 Societas価値観成分 

抽出概念 包含される現在のモデルの価値観成分 

きっちりと計画

的に 

勤勉，好奇心旺盛，自己投資（金銭観） 

自分は自分 デリケート，マイペース，自己愛，恋愛（ポジティブ

価値観），社交的，大人数派（友人関係） 

周囲との関わ

りの中で 

親友中心，仲間優先（時間観），上昇志向，仕事人

脈中心，和（食価値観）* 

新しい世界の

拡がり 

好奇心旺盛，満足（仕事観） 

何気ない幸せ

を維持 

慎重（金銭観），堅実生活（金銭観），貯蓄志向，協

調型（基本的性格），プライベート重視（仕事観），

最低限（ファッション価値観）*，低価格おしゃれ（フ

ァッション価値観）*，悦（食価値観）* 

好きなものに

まっすぐ 

好奇心旺盛，プライベート重視（仕事観） 

趣味⇆友達 趣味（時間観），仲間優先（時間観），親友中心，ネ

ットワーク重視（友人関係） 

とりあえず今は

… 

マイペース，楽観 

将来への不安 該当なし 

失敗の回避 該当なし 

*Societasの周辺モデルの価値観 

 

また，インタビューで抽出した 10 の概念と要素（その下位概

念）の中で，現在の Societas には対応するものがないものとして，

①「現実逃避的」，②「自分に自信」，③「趣味（友人関係）」，④

「親依存」，⑤「失敗の回避」，⑥「将来への不安」があること，ま

た上表にある仕事観については⑦「学業観」と⑧「バイト観」に

分かれることがわかった．これら現大学生にとっての消費行動の

特徴的な要因と考えられ，大学生モデルをベイジアンネットワー

クにて構築する際には，この①～⑧の価値観が追加されるとい

う仮説を得た． 

さらに，これらの 8 つの新規価値観の関係性を下記の通り図

示し，モデルの構造仮説を作成した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 価値観モデルの構造仮説 

 

2.4 アンケート設問項目の考案 

上述の結果をふまえて，アンケート設問項目案を 176 個考案

した．設問案は，新たに仮説を立てた価値観に対しての設問と

ともに，現行の価値観に対応する設問も考案した．下表にいく

つか例示する． 

 

表 3 アンケート設問項目の考案例（一部抜粋） 

価値観 アンケート設問項目案 

現実逃避的  社会や人間関係に疲れるので，アニメやゲーム

に費やす時間が多い方だ 

 現実逃避としての行動をよくとる 

自分に自信  自分に自信がある 

 自分の個性とは何かをよく考える 

趣味 

（友人関係） 

 モノよりも，友人との時間にお金を使いたい 

 趣味があうことが友人になる上で重要になる 

親依存  学生の間は，親のスネをかじろうと思う 

失敗の回避  成功したいというより，失敗したくない 

 嫌われないための最低限のおしゃれができてい

れば安心だ 

将来への不安  自分のキャリアがどうなるか不安に常々思う 

 就職が決まったが安心できない，入社後のキャ

リア形成が将来に大きく影響すると考えている 

学業観  大学の単位を 1年時からできる限り取っている 

バイト観  お金があればバイトはやめると思う 

 何よりもアルバイトに最もやりがいを感じている 

恋愛  これまで彼氏/彼女がいたことがない 

 恋愛に興味がない 

マイペース  自分に無理がない働きやすい会社を選ぶ 

 

3. おわりに 

3.1 今後の計画 

本稿では，ベイジアンネットワークによるモデル構築に向けて，

定性的なアプローチにより仮説構築を行った．今後は，今回考

案した設問項目をもとにアンケートを設計し実施する．そして，

そのアンケート回答データを学習データとし，2.3 で作成した価

値観モデルの構造仮説を考慮しつつ，ベイジアンネットワーク

の構造学習を行い，大学生価値観モデル構築を実施する予定

である． 

3.2 ベイジアンネットワーク構築ための定性調査 

定性調査データを KJ 法で統合することで，重要な概念が浮

き上がるが，それを図解化し全体を総合するプロセスについて，

言及しておきたい． 

KJ 法により図解化し全体を俯瞰していくプロセスを経て，各

概念と要素が，状況に応じてその強弱（消費者個人の中での価

値観同士の力関係）が変化し，ヒトの心の中にて価値観間で綱

引きが行われ，その結果この覇権争いに勝利したある価値観が

強く働き，行動に影響を与えているという構造をイメージすること

ができた． 

このことは，非線形で交互作用を含む比較的複雑な計算モ

デル[本村 11]であるベイジアンネットワークを構築する際で，有

用なことではないかと考える．また同時に，マーヴィン・ミンスキ

ーの「心の批評家―選択家モデル，思考素の競合」[Minsky 

09]とは無関係でないように思える．今後，具体的にモデル構築

を進め，その上で本稿で実施したプロセスの意義をあらためて

省察していきたい． 
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大規模な定量データ(ビッグデータ)に向かう前に，定性調査

分析をどのように有効活用していくかについては，今後さらなる

実践研究が積み重ねられていくと思うが，本研究が「戦略的トラ

イアンギュレーション[佐藤 06]」の 1つのケースとなればと思う． 
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